

◇着目したパラリンピックの価値　「インスピレーション（Inspiration）」
◇学年   　　　　第３学年　
◇単元名　「文化としてのスポーツの意義」【Ｈ 体育理論】

◇目標
（１）知識
○　パラリンピックの在り方や価値について理解することができるようにする。

○　一人ひとりの違いに応じて楽しめる，スポーツの魅力について理解することができるようにする。

○　スポーツの，人や社会にあたえる影響力について理解することができるようにする。
（２）思考力，判断力，表現力等

○　スポーツの意義・文化的価値について説明することができるようにする。
　　○　パラリンピックの国際的な役割について説明することができるようにする。

（３）学びに向かう力，人間性等

　　○　一人ひとりの違いを認め，自己の最善を尽くして運動することができるようにする。

　　   ○　誰もが楽しめるというスポーツの多面性について関心を持ち，自主的に学習や話し合い活動等に取り組むことができるようにする。

○　運動における競争や協働に取り組む際に，勝敗などを冷静に受け止め，互いに協力し，一人一人の違いを大切にすることができるようにする。

◇展開

	学習活動
	発問，指示，課題等
	児童・生徒の学びや気付き

	パラスポーツの課題や自らのパラスポーツへの関心について考える。


	発問①
「この選手たちを知っていますか？」

Q１　ウサイン・ボルト
Q２　鈴木誠也（広島カープ）
Q３　パラメダリスト

写真を示し，回答させる。
	○　パラリンピアンの認知が低いことに気付かせ，パラリンピックの課題について考える。
【生徒の発言例】

「今まで，日本にパラリンピックの金メダリストがいるなんて知らなかった。」

「今までオリンピックには関心があったけど，パラリンピックはあまり見たことがなかった。」

「オリンピックと同じはずなのに，何でパラ選手は有名じゃないのだろうか。」

	
	調べ学習
「オリンピックとパラリンピックそれぞれのシンボルマークの意味を調べましょう。」
	○　オリンピック，パラリンピックのシンボルマークの意味について知り，大会の成り立ちや，大会の意義について理解する。


	スポーツは誰もが親しめるものであるということを理解する。

ゴールボール体験
	課題①
「スポーツの特性を意識して，ゴールボールに挑戦してみよう！」


	○　ゴールボールの特性に触れ，スポーツには，共通の楽しさがあることを体感する。



	
	課題②
《ゲーム終了後の生徒への問い》

「ゴールボールを体験して感じたことを予想していたゴールボールの楽しさや喜びを比較して，学習カードに書きましょう。」
	○　ゴールボールには，競争性，協働性，卓越性などの特性があり，本質は健常者が行うスポーツと同じであることに気付く。
【生徒の記述例】

「すごい集中力や判断力が必要で想像以上に難しかった。」

「実際に自分にできるのかと不安だったけど，周囲のサポートやルールの工夫があって成り立っているのだと思った。」

「音からボールの動きを推測したり，体を使ってブロックをしたりするところが面白かった。」

「ゴールボールは，ルールが工夫されていて，勝つための作戦も立てながら，他のスポーツと同じように楽しめた。」

	パラリンピックの国際的な役割について考える。
	発問②
「2020年東京大会の大会モットーは『United by emotion（感動で私たちは一つになる）』とされています。パラリンピックやパラスポーツは，社会にどのような変化をもたらすことができると思いますか？」

【参考】大会モットー

https://tokyo2020.org/ja/games/vision-motto/
	○　パラスポーツのもつスポーツの意義や価値，また，国際的なスポーツ大会の役割について考えさせる。

【生徒の回答例】

「パラアスリートの姿から，スポーツの夢や感動を広げることができる。」

「障害者への理解が広がり，誰もが活躍できる社会になる。」

「みんなが互いに助け合える社会になることで，国際平和への架け橋になる。」

「共生社会の理解が深まり，世界中が一つになる。」

	
	発問③
「小池百合子東京都知事は『パラリンピックの成功なくして、東京2020の成功はない』とコメントしています。2020年東京パラリンピックはどのような大会になれば，成功したと言えると思いますか。」
	○　パラリンピックの意義について考えさせる。

【生徒の記述例】

「観戦チケットの完売」

「日本人選手のメダル獲得数の増加」

「国内のバリアフリー化の質の向上」

「整備したパラスポーツ施設の活用」

「パラスポーツの認知度向上」

「パラスポーツを支える人の増加」

	パラリンピックの推進について考える。
	課題③
「どうすればパラリンピックが熱狂を生むために，社会や個人にできることにはどんなことが考えられますか？学習カードに書きなさい。」
	○　パラリンピックやパラスポーツを推進するためには，どのような方法を考えさせる。
【生徒の記述例】

「マスコミがもっとパラリンピックやパラスポーツ選手に着目して，情報発信する。」（マスコミの在り方）
「誰もがパラスポーツに親しめるような環境づくりをしていくべき。」

「どの運動施設でも当たり前のようにパラスポーツができるようにする。」


 体育分野（体育理論）の指導における


パラリンピックの価値に着目したモデル授業





中学校





考え・基礎知識から「つながり」に至る部分





◇本モデル授業の特徴


オリンピックと比べると関心の低いパラリンピックやパラスポーツの課題に着目し，パラスポーツの体験を通して，スポーツの持つ多様な魅力はパラスポーツも共通であることを理解させる。


また，共生社会実現に向けてのパラスポーツの果たせる役割について気づき，行動の変容を促すことにつなげる。


また，自分自身の多様なスポーツとの関わり方について考え，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を高めていくことを目的とした学習モデルである。








